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１．研究の所在と目的

　現在，保育・教育において情報機器活用が求めら
れている。保育者養成においては，1998年の教育職
員免許法の改正に伴い，幼稚園教諭免許状の取得の
ために情報機器および教材の活用を含む科目が必修
化され，学生は免許状取得のためにこのような科目
の学修をしている。2017年には教職課程コアカリ
キュラムが文部科学省より公表され，保育者には保
育の中で情報機器などを活用する力が一層求められ
ることとなった。ここでは，保育内容の指導法と保
育の構想の到達目標の１つとして「各領域の特性や
幼児の体験との関連を考慮した情報機器および教材
の活用法を理解し，保育の構想に活用することがで
きる」１）ことが示されている。
　また，現行の幼稚園教育要領においては，「（６）
幼児期は直接的な体験が重要であることを踏まえ，
視聴覚教材やコンピュータなど情報機器を活用する
際には，幼稚園生活では得難い体験を補完するな
ど，幼児の体験との関連を考慮すること」２）と情報
の活用についての記述があり，直接的な体験である
遊びの重要性を踏まえながら体験を補完する形での
情報機器の活用が求められていることが分かる。
　そのうえ，小学校においてはプログラミング教育
が行われるようになり，プログラム的思考を養う教
育も進められている。文部科学省の「教育の情報化
に関する手引」の中で，小学校におけるプログラミ
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ング教育のねらいとして，「①「プログラミング的
思考」を育むこと，②プログラムの働きやよさ，情
報社会がコンピュータ等の情報技術によって支えら
れていることなどに気付くことができるようにする
とともに，コンピュータ等を上手に活用して身近な
問題を解決したり，よりよい社会を築いたりしよう
とする態度を育むこと，③各教科等の内容を指導す
る中で実施する場合には，各教科等での学びをより
確実なものとすること」３）の３点が挙げられ，プロ
グラミングに取り組んだりコンピュータを活用した
りすることの楽しさや面白さ，ものごとを成し遂げ
たという達成感を味わうことを目指している。
　子どもの生活の中では，スマートフォンやタブ
レットなどICT（Information and Communication 
Technology）機器が当然のように存在し活用され
ている。このような社会の中で，幼児教育機関であ
る幼稚園においてはいかにICTを活用していくかを
考えていく必要があろう。このため，保育者はITC
を活用した保育技術の向上や指導法の向上を図るこ
とが重要であると考えらえる。
　幼児教育におけるICT機器活用の研究としては，
保育者の幼児向けアプリの評価に関する研究４），幼
児教育の現場で効果的なパソコンを使った教材作
成の検討５）などがある。また，「学びの基礎力」を
培うという観点から試みたICT活用の実践６），小学
校「生活科」と保育内容「環境」の連携を目指した
ICT活用の検討７），幼稚園５歳児を対象にしたタブ
レットを用いた遊びの実践８）なども見られる。しか
し，現在のところ幼児教育においてICTを積極的に
活用するための研究は少ないように感じられる。
　そこで本研究では，本学附属幼稚園で行ったICT
を活用した保育実践の内容と，それに関する保育者
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や子どもたちの関わりについて検討し，ICTを活用
した保育の意味や効果を考察することを目的とす
る。

２．研究の方法

（１）研究対象
　香川短期大学附属幼稚園の園児及び保育に関わる
教職員

（２）研究方法
　① ICTを活用した活動における子どもの様子を観

察・記録する。
　②子どもの様子や保育者の支援を分析・考察する。
　③活動の影響（効果や問題点など）を考察する。

３．ICTを活用した実践

（１）季節との関わりに関する実践　（2020年２月・
５歳児）

　お雛様の制作に向けて保育室に飾っていた５
段飾りを見た子どもたちから，「これは何だろ
う？」など周囲の飾りに対する興味・関心の声
が聞こえてきた。そこで，制作に入る前にクラ
スの子どもたちと飾りについて調べることにし
た。保育者にも分からない飾りがあるため，手
にタブレットを持ち子どもたちと調べながら疑
問に答えていくことにした。子どもたちは，５
段飾りを見ては次々と質問し，細かいところま
で興味をもっていった。十二単について調べて
いくうちに，子どもたちは「本当に十二枚着て
いるのかということを調べたい」と言い出した
ため，タブレットで本物の雛人形の写真を撮っ
てスクリーンで拡大し子どもたちと一緒に数え
ることにした。数えてみると本当に十二枚着て
おり，それに驚いた子どもたちはいろいろな人
たちに伝えていた。
　自分たちでお雛様について調べ詳しくなって
きたので，遊びの芽（お雛様に対する興味・関心）
を大切にするためにクイズを作るという活動へ
と繋げた。どんなことをクイズにするか子ども

たちに尋ねると，「勉強したすべてを書きたい」
という声も聞こえた。雛祭りについて調べた日
に欠席していた子どもは理解できていない部分
もあり不安げな様子だったが，「今から一緒に
知っていこう」と言葉を掛け，クイズづくりを
楽しめるようにした。
　雛人形の飾りを調べる活動時にお雛様のイ
メージが湧いた子どもたちは，制作をするとき
には，小道具まで作ろうとするなど細部までこ
だわる様子が見られた。

　雛祭りに向けてお雛様の制作を行うための興味・
関心や意欲付けのために保育室に５段飾りの雛人形
を飾っていた。初めて本物の雛人形を見る子ども
や，家にある雛人形との違いに驚く子どもなどがお
り，子どもたちは雛人形に興味を持った。そこで季
節の行事である雛祭りの由来について考えたり自分
がお雛様を作る時のイメージが膨らんだりするよう
に，雛人形について子どもたちが知りたいと思っ
たことを調べることにし，タブレットを活用した
（図１）。
　子どもたちは，飾りを見ては細かく質問し，興
味・関心とともに知識を深めていくこととなった。
この時期は，季節の歌として「うれしいひなまつ
り」を歌っているが，その歌の中で出てくるもの
（ぼんぼり，屏風など）を調べたり，歌には出てこ
ないが，５段飾りとして飾られているもの（長持な
ど）についても調べたりすることで，歌にも興味を
持った。歌を歌う際には，保育室に飾られた本物と

図１：タブレットを使って調べる様子
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見比べながら歌っており，より歌の内容に興味を
持ったのではないかと感じられた。
　また，雛人形が着ている十二単の枚数に興味を
持った子どももいた。そこで子どもたちと本当に十
二枚着ているのかを調べるために，タブレットで本
物の雛人形を写真に撮ってスクリーンで拡大し，子
どもたちと一緒に数える活動をした（図２）。人形
や図鑑ではなかなか確認しにくかったが，タブレッ
トを使用することで拡大して鮮明に見ることが可能
になり，数えることができた。子どもたちと数えて
みると本当に雛人形は十二枚着ており，そのことが
子どもたちには驚きであった。その発見を多くの保
育者に伝えたり，帰りに保護者に伝えたりする子ど
もの姿も見られた。我々大人は，生活の中で季節の
ものとして何気なく見ていた雛人形であったが，子
どもたちにとっては興味の対象であり，撮影して拡
大することで，子どもたちの新たな発見となったで
あろう。「幼児の体験との関連を考慮する」ことが
言われているが，これは情報機器を使ってこれまで
体験したことのない全く新しい体験を得ていくこと
ではなく，これまでの体験や経験を土台として，視
点を変えるなど見えない世界が見えたと思えるよう
な体験を得ること９）とされるが，まさに子どもたち
にとって十二単の枚数を数えるという体験は見えな
かった世界の発見となったことであろう。上記以外
にも子どもたちが興味を持ったことをタブレットで
調べ，その活動は約１時間続いた。このことからタ
ブレットを活用したこのような取り組みは，子ども
たちの意欲を引き出す環境となったといえよう。

　この活動の後，子どもたちの自分たちで調べて
分かったことを多くの人にも伝えたい，皆にも興
味を持ってほしいという思いを受け止め，自分た
ちでクイズを作る活動へと繋げた（図３，図４，
図５）。模造紙に調べたことを書き，皆に見ても
らうためにクイズにしようということになったの
だが，どのようにクイズの答えを知らせるかとい
う問題が出てきた。子どもたちはどのようにすれ
ば答えが伝えられるのかについて話し合い，答え
の上に画用紙を貼って，それをめくると答えがわ
かるという仕掛けを考えた。「勉強したことを全部
書きたい」と話す子どももいて，意欲的活動に取
り組むことができた。さらに子どもたちの作った
クイズを遊戯室の前に掲示することで，行事や登
園・降園の際に保護者の目に触れることとなり，保

図２：タブレットの画像を繋ぐ様子

図３：お雛様クイズ作りの様子①

図４：お雛様クイズ作りの様子②
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図５：お雛様クイズ作りの様子③

図６：子どもが作ったお雛様①

図７：子どもが作ったお雛様②

クイズを楽しみ，季節と関わる活動への興味付けと
もなった。
　ICT機器を活用して分からない情報を保育者と一
緒に確かめたことで子どもたちのお雛様に対するイ
メージが具体的になっていき，お雛様を制作する際
には細部までこだわるほど意欲が高まった。制作活
動ではそれぞれが思い描くお雛様を作り，オリジナ
ル性のある作品作りを楽しむことができた（図６，
図７）。その上，園行事のお茶会とも重なって，着
物を着て過ごした昔の日本の風景や文化にも親子で
親しめる時間ともなった。
　子どもたちの「どうなっているのかな」「もっと
知りたい」といった好奇心・探究心は，実際に見
たり触れたりする直接体験をもとにしたICT機器の
活用によってさらに新たな興味や関心へと繋がり広
がっていく10）といわれる。今回の取り組みでは，実
物を見て物語の中の世界観に触れ，そこから生じた
疑問点を調べるという活動が，制作活動への意欲付
けになったと考えられる。

（２）行事における実践　（2020年９月・５歳児）

　運動会における表現発表で，海の生き物を表
現することになった。保育者と知っている海の
生き物について話し合い，その中から表現した
い生き物を選択するために電子黒板を使用する
ことにした。まずは知っている生き物を電子黒
板にどんどん書いていくことから始めた。子ど
もたちは順番に電子黒板に書き込んでいったが，
友達が書いている間も生き物の話で盛り上がり，
保育者が想像していた以上に海の生き物が並ん
だ。
　子どもたちが思いついた海の生き物の中から，
年長団全体として表現したい海の生き物を３つ
に絞り，各自が表現したい生き物を選んでいく
活動へと移っていった。自分が表現する生き物
が決まるとグループに分かれて表現したい内容
や方法を考え，運動会に向けてどんどんの動き
の確認をしていくこととなった。表現の苦手な
子どもはグループの子どもたちの動きについて
いくのが精いっぱいであったが，子どもたちで
話し合い励まし合いながら気持ちを合わせてい護者も雛祭りに興味を持ち親子の会話が弾むきっか

けとなった。他のクラスの子どもたちも遊び感覚で
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こうとする姿が見られた。グループで最後まで
動きを合わせること，止まるところ，リズムに
合わせるところなどをお互いに励まし合い調整
しながら表現活動を楽しんでおり，これらは運
動会まで意欲的に表現活動に取り組もうとする
姿となって表れていった。

　運動会という行事に向けての話し合いで，電子黒
板を使うことにした（図８，図９）。子どもたちは
電子黒板に書けることを不思議がっており，また大
きい画面に書く経験もなかったので，それに文字が
書けることを嬉しがっていた。文字がそこに残って
いくことで海の生き物のイメージがどんどん広がっ
ていく上，どのようなことを友達が考えたのかを確
認することもできた。文字を書くことを楽しんでい
た子どもは，書きたいからどんどん発表したいと意
欲的になり様々な意見を出そうとしていた。ちょう
どこの時期，子どもたちは文字に親しみ書けるよう
になっていたので，書くこと自体も楽しい活動と
なったようである。
　動きを作る活動では，初めに自分たちが主体的に
話し合いを行い，知っている海の生き物の名前を出
していったことで，生き物の特徴や動きの共通認識
が子どもたちの中で生まれ，選択もスムーズにでき
たと思われる。この活動においては，主体的な話し
合いを基本として表現の世界を楽しんだのである
が，最初に電子黒板に自分たちが思ったことを書き
こむという活動が子どもたちの中で大きく印象に
残っており，その後の活動にも主体的に関わろうと
することに繋がっていったと考えられる。

　この活動では，生き物の動きを電子黒板に移して
見ることもできたが，子どもたちが生き物の動きを
想像し合って一生懸命グループで考えながら表現活
動を楽しめるようにするために，あえて電子黒板に
映し出すことは控えた。背景には，自分たちで考え
てほしい，グループで協力して考えてほしいとの保
育者の思いがあった。ICTを活用することを控え子
どもたち同士の話し合いや協力を大切にしたとこ
ろ，子どもたちにとって身近な海の生き物で，自分
たちでイメージできるもの（魚・貝・サメ・イカと
タコ）を身近に感じることができたと思う。イメー
ジが難しい場合は，「魚ってどんな動きをするのか
な」などと具体的にイメージできる言葉を保育者が
掛けることによって，魚の大きさによって泳ぎ方が
違うことなども子どもたちが自ら気づくこともでき
た。さらに，この活動ではICTを活用することはな
かったが，７月に遊戯室に水族館をイメージした映
像を流していたことも考えるためのヒントになった
のではないかと考えられる。本年（2020年）度は
様々な行事が中止になったため，子どもたちにせめ
て水族館に行った気分を味わえるようにしようとし
た取り組みであったが，そこで見た映像は子どもた
ちの心に残っており，時間を経ても子どもたちのイ
メージが広がるきっかけとなったのではないだろう
か。
　また，子どもたちには「サメの力強くかっこいい
ところを表現したい」「貝は小さく丸まっているけ
れども動きはあるから動くところも表現したい」「貝
殻の形を自分の体をそるという方法で表現したい」
など，それぞれがイメージして表現したいところが図８：電子黒板を使った話し合いの様子

図９：子どもたちが電子黒板に書いた文字
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あった。子ども同士でしっかり話し合う時間を取る
ことで，そういった点を中心に表現に取り入れるこ
とができた。次々と生み出されていくアイデアに，
表現活動が苦手な子どもは最初ついていくことに精
いっぱいだったが，友達同士で励まし合う姿もあ
り，グループ全員が気持ちを合わせることができた
と感じている。子どもたちの表現活動への意欲は，
当日の発表まで続いた。

（３）自然や動植物との関わりに関する実践
　本年度，新型コロナウイルス感染症（covid-19）
の集団感染防止のため，教育・保育機関の登校・登
園の自粛および臨時休校・休園が，政府要請として
令和２年３月から５月末まで行われた。
　そのような状況の中で，幼稚園の自然環境や子ど
もたちがこれまで親しんできた動植物について家庭
においても身近に感じられるように，ICTを活用し

て様々な配信を行った。例年ならば子どもたちと一
緒に夏野菜や花をプランターに植えているが，本年
度はそれができなかったため保育者が植えた様子を
配信したり，園庭の様子を配信したりして季節が
感じられるように配慮をした（図10，図11，図12，
図13）。また，園で飼育している動物の様子を配信
することで，登園が再開された際に生き物とも自然
に関われるように配慮した（図14，図15）。
　さらに配信においては，子どもたちと保護者の会
話が生まれるようにクイズなどを取り入れ，翌日の
配信にも期待が持てるように配慮した（図16，図
17，図18）。身近なものをクイズにすることで，答
えを子どもと一緒に図鑑などで調べたり考えたりす
ることができ，自然環境などに興味を持つことがで
きたということを保護者が伝えてくれた。登園自粛
の中で親子の楽しみになったという意見が寄せら
れ，一定の効果があったと感じられた。ICTを通し
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図 14：ウサギの配信 
 

 
図 15：アカハライモリの配信 
 

 
図 16：ダンゴムシクイズの答え 
 

図13：保育者が植えたサツマイモの配信
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て幼稚園の自然や動植物と関わる時間を持ってほし
いと配信したことではあったが，保護者や園児が幼
稚園と繋がっていることを感じるためのツールと
なっていたともいえよう。

４．まとめ

　以上のように様々な場面でそれぞれに応じたICT
を活用することで，子どもたちの興味・関心が広が
り，子どもたちは意欲的に活動に参加することがで
きた。タブレットを用いた活動では，絵本や図鑑か
らは読み取ることが難しい情報（十二単の様子な
ど）を得て保育者や友達と確かめることができた喜
びや驚きを共有する姿が見られた。また，そこから
得られた知識や発見をクラスで共有するだけでな
く，園全体へ伝える，保護者にも伝えるための方法
を探り，友達同士で協力する活動へと繋がっていっ

た。子どもたちの知りたいことに応える活動であっ
たといえよう。
　電子黒板を使用した活動では，子どもたちの文字
への興味・関心も重なって活発な活動となった。自
分が書いた文字がそこに残ることによって書きたい

 
図９：子どもたちが電子黒板に書いた文字 
 

 
図 10：園庭の桜の配信 
 

 
図 11：プランターの配信 
 

 
図 12：子どもたちが植えたチューリップの

配信 

 
図 13：保育者が植えたサツマイモの配信 
 

 
図 14：ウサギの配信 
 

 
図 15：アカハライモリの配信 
 

 
図 16：ダンゴムシクイズの答え 
 

図14：ウサギの配信

 
図９：子どもたちが電子黒板に書いた文字 
 

 
図 10：園庭の桜の配信 
 

 
図 11：プランターの配信 
 

 
図 12：子どもたちが植えたチューリップの

配信 

 
図 13：保育者が植えたサツマイモの配信 
 

 
図 14：ウサギの配信 
 

 
図 15：アカハライモリの配信 
 

 
図 16：ダンゴムシクイズの答え 
 

図15：アカハライモリの配信

 
図９：子どもたちが電子黒板に書いた文字 
 

 
図 10：園庭の桜の配信 
 

 
図 11：プランターの配信 
 

 
図 12：子どもたちが植えたチューリップの

配信 

 
図 13：保育者が植えたサツマイモの配信 
 

 
図 14：ウサギの配信 
 

 
図 15：アカハライモリの配信 
 

 
図 16：ダンゴムシクイズの答え 
 

図16：ダンゴムシクイズの答え

 
図 17：触ってはいけない幼虫クイズ 
 

 
図 18：触ってはいけない幼虫クイズの答え 
 

図17：触ってはいけない幼虫クイズ

 
図 17：触ってはいけない幼虫クイズ 
 

 
図 18：触ってはいけない幼虫クイズの答え 
 

図18：触ってはいけない幼虫クイズの答え
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気持ちを高めるだけでなく，友達の意見に触れるこ
とができ，さらに深く考えていくことができたので
はないか。領域「言葉」には，「（４）人の話を注意
して聞き，相手に分かるように話す。」11）という内容
が含まれており，言葉による伝え合いが「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」として描かれるが，
言葉だけで伝え合うことが難しい場合もある。電子
黒板を使用したことによって友達の意見が目に見え
る形で整理されていき，考えを深めていく手助けと
なり，話し合いや伝え合いが活発になった。情報機
器の特徴を捉えて活用することで，子どもたちの意
欲を高めるだけでなく話し合いを深めることへも繋
がった。
　しかし，その後の活動にはあえてICT活用を行わ
なかった。そこには，子どもの姿を考慮しICT活用
で得られる体験よりも友達とそれまでの体験を思い
出しながら自ら考えることを大事にしたいという保
育者の思いが込められている。ICTの活用にあたっ
ては，保育の中で「使うこと」自体が目的ではない
と考える。もちろん，使うことを目的に操作方法を
習得することはICTリテラシーの育成という観点か
ら必要だとは思うが，保育に取り入れる際には子ど
もたちの好奇心や興味・関心，保育者の願いや保育
のねらいなどに照らし合わせる必要があろう。その
ためには，保育者が活用の仕方を選び，活用しない
という選択肢も必要である。情報機器は「幼稚園生
活では得難い体験を補完」するために使用すること
が求められており，直接的な体験を基に遊びを広げ
たり，深めたりするためのツールとしての活用が望
ましい12）であろう。
　さらにICTを活用した配信では，子どもと保護者
が幼稚園生活への期待を膨らませるきっかけとなっ
た。新型コロナウイルス感染症（covid-19）の集団
感染防止のための登園自粛期間を中心に行った活用
であるが，この配信は大きな意味があったと感じて
いる。特に新入園児は，入園式だけ行ってそのまま
登園自粛となり１か月半ほど幼稚園生活に触れるこ
とはなかった。そのため，幼稚園がどういうところ
か分からず，何があり，それを使って何ができるの
か，またどんな遊びが待っているかの予想が全くつ
かなかったであろう。全てを配信することはできな
いが，幼稚園の環境に関わるものを中心に配信する

ことで身近な環境を楽しむきっかけになったのでは
ないだろうか。保護者からは「浦島太郎にならなく
てよかった」という感想も聞かれ，ICTを活用する
ことによって幼稚園の４月と５月の移り行く季節を
感じることにも繋がったと言えよう。このような配
信は，登園が可能となっても続けており，園での直
接体験を補完する形で家庭でも保護者と楽しんでほ
しいと願っている。
　以上のように，保育におけるICT活用については
一定の効果があり，これからも子どもの発達上効果
的になるように活用方法を考えていきたいと考えて
いる。しかし，まだ保育の中でICTを活用すること
に対して懐疑的であり，「ICT活用は必要かもしれ
ないが，それ以上に幼児期には自然や周りの環境に
直接働きかけて感じることが必要であり，そちらの
方を優先させてほしい」との意見を伝えてくる保護
者もいる。そのため，保育の様子を保護者に配信す
ることで保護者の幼児期におけるICT活用教育の理
解に繋げていく必要もあると感じている。
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